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 R11時点の残余リスク（③大芝地区、④鶴枝川地区）

③大芝地区
河川対策の効果により、河川水位は堤防を越え
ていない。地区内の上流側に床上浸水建物が残
る（吐き口1付近）。このエリアは地盤が低く、
一宮川の水位が上昇し、吐き口1から排水でき
なれば、内水氾濫が湛水する。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物一

宮
川

鶴枝川
一宮川

第一調節池

吐き口１

吐き口2

吐き口3

④鶴枝川地区
鶴枝川の左岸側において床上浸水建物が残って
いる。主に鶴枝川からの外水氾濫が浸水要因で
ある。
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 R11時点の残余リスク（⑤梅田川地区）

⑤梅田川地区
梅田川沿川で床上浸水建物が多く残る。被害が
住家にどの程度及ぶのか、建物用途などを具体
に確認する必要がある。
流末に排水機場があるが、増強してもR5.9洪水
の場合、一宮川の水位がH.W.Lを超過している
ため、浸水深の大幅な低下は期待できない。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物

一宮川
第二調節池（増設）

梅田川

一宮川

早野水門
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 R11時点の残余リスク（⑥茂原西地区、⑦豊田川地区）

⑥茂原西地区
西町水門を流末とするエリアで内水氾
濫している。氾濫流が東側へ流下する
ことで浸水域が広がり、多くの床上浸
水建物が見られる。

■：浸水深50cm未満
■：浸水深50cm以上
□：建物
〇：床上浸水建物

西町水門

一宮川
第二調節池（増設）

⑦豊田川地区
酒盛橋樋管を流末とするエリアで内水
氾濫している。下流部で床上浸水建物
が見られる。

酒盛橋樋管
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